
「神輿」に乗った右派のプリンス 

 

 安倍晋三元首相の銃撃事件は多くの人に衝撃を与えた。晋三氏の父方の系譜をたどっ

た『安倍三代』の著者で，ジャーナリストの青木理さんとともに、「三代目世襲政治家・

安倍晋三」の実像に迫った（『AERA』8月 15・22日）。『安倍三代』はすでに紹介したが、

統一教会など戦後「保守政治」と安倍政権について抜粋して紹介したい。 

自民党がいくら矮小化しても、岸信介と旧統一教会の深いつながりは歴史的事実です。

教祖・文鮮明のもう一つの顔は反共主義団体「国際勝共連合」の創立者で、これを日本

に根付かせた中心人物が岸だった。安倍政権が強行成立させた特定秘密保護法にもつな

がる「スパイ防止法」制定運動を 1980 年代に岸が主導した際、運動を資金面などで支

えたのも勝共連合。「神社本庁」や「生長の家」の元信者らが集う右派団体「日本会議」

もそうですが、戦後日本の保守政治、なかんずく右派政治は宗教右派と思想的にも利害

的にも相互に共鳴し、絡みあって活動してきた。その一端が今回露呈したにすぎません。 

通信社の記者として公安警察を担当していた 90 年代の記憶が蘇ります。当時、公安

警察が統一教会への組織的捜査に乗り出すという情報を得た僕は、その動向を注視して

いたのですが、しばらくすると動きがパタリと止まりました。妙だと思って警察最高幹

部に理由を尋ねると「政治の意向だ」と。この時に限らず、早い段階で統一教会に捜査

のメスが入っていれば、被害はこれほど広がらなかったでしょう。ひょっとすれば、山

上徹也容疑者の母親も被害を免れ、容疑者が統一教会に遺恨を募らせることもなく、結

果として今回の銃撃は起きなかったかもしれない。そう考えると、統一教会と怪しげな

蜜月を続けた政治の不作為、あるいは不適切な影響力の行使によって被害を拡大させ続

けた政治の責任が問われます。 

これも晋三氏だけの責任ではもちろんありませんが、岸信介以来積み上げられた戦後

右派政治の澱が積もりに積もり、ついに爆発し、それが 3代世襲政治家の晋三氏を貫い

てしまったようにも思えます。 

振り返ってみれば、情報環境が激変した現在、あらゆる情報が新たな情報に上書きさ

れていくスピードが早まっていて、それによって強まる“忘却”という人間の機能を一

種の“政治術”として駆使したのも安倍政権の特質でした。普通なら恥ずかしくて耐え

られないほどの詭弁や嘘、強引な屁理屈を弄しても知らぬ存ぜぬを決め込み、野党の追

及がうるさい国会はできるだけ閉じて開かず、そうやって時間稼ぎをしながら「いつま

で同じ問題にこだわるのか」といった風潮が醸成されるのを待つ。実際「モリカケサク

ラ」などはそうしていまだ真相が明らかにされないままです。そう考えれば、実に皮肉

なことですが、今回の衝撃的な事件もさほど遠からず忘却されていくでしょう。9月に

行われるという国葬がその歯止めとなり、再び安倍政権の罪を咀嚼する機会になるなら、

これも政権の思惑とは別の意味で皮肉なことかもしれませんが。 

                              (2022年 8月 19日) 


